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「届けよう看護の声を！

私たちの未来へ」

兵 庫 県 看 護 連 盟

とものう りお をみんなで応援しよう！

看護職のチカラになりたい。

それが私の一番の願いです。

看護職が必死になって働く姿を

さまざまな場面で見てきました。

法律によって守られていないため、

苦しんでいる姿も見てきました。

看護と法律。

両方の専門知識をもったリーガルナースと

して、みなさんの声を集めて明日の看護を

変えていきます。

とも のう り お

友 納 理 緒
保健師・看護師・弁護士

とものう りお研修会動画

#1法律ができるまで
#2訪問看護・介護施設の事例から
考える看護師の法的責任

#3看護記録の重要性
#4実習における個人情報の適切な取り扱い
#5 コロナ禍における法律問題
#6個人情報の取り扱いと法的責任
#7助産師の法的責任

とものう りお

1.コロナ禍。頑張る仲間がもっと報われるために！

2.看護師がもっといきいきと働き続けられるために！

3.地域社会にもっと訪問看護を！

4.看護職にもっと安心・安全を！

5.看護職がもっと安心して子育てができるように

Q.今、国会という新しいステージを目指すのはどうして？

法律や制度を変えて、看護師の力になりたいから。

かつて3年間、衆議院議員の政策秘書を経験したときに、看護や
医療にかかわる法制度を議論する最終局面に、看護師がいない
ことにびっくり。もっと看護師の力になりたくて、法律や制度自体
を変えることができる「立法」の世界に踏み出すことを決意しまし
た。

ケアを提供する専門職（ケアの担い手）がどこでどのように

スピード感をもって連携するかが在宅の課題であると実感

いたしました。

風も薫り青葉若葉の美しい季節になってまいりました。

新人看護師の皆様は、少しずつ職場の雰囲気と生活に溶け込

んでいる頃ではないでしょうか。

さて、特に若い皆様は、名医の条件ということをご存じでしょう

か。今も昔も、名医の条件に必ずと言っていいほど「在宅」とい

う言葉が登場します。医療従事者は患者が病院に来たときは、

必ずいなければなりません。これが一番の条件です。（2番は腕

と言われています）

医師や看護師が常にいる状況を作るには管理者であれば大

変な苦労をされているはずです。しかし、患者や家族にしてみた

ら緊急で受診したとき診察ができる医者が不在、ベッドが開い

会長より

ていないなどの理由は納得がいきませ

ん。今回の診療報酬の改定では新型コ

ロナウイルスなどの感染対策で平時か

らの役割分担として医療・介護・福祉の

連携がますます必要とされます。患者・

家族にとって在宅とは現在、自宅や自宅

以外の長期の入居施設を指しますが、

兵庫県看護連盟
会長服部玲子

看護を活用した 強い日本づくり

・国民の命・生活を守る

・女性が生き生きと活躍できる

・子どもの成長と安全を見守る

・住み慣れた場所で穏やかに暮らせる

組織内候補予定者・前日本看護協会参与

5つの看護政策

オフィシャルサイト

プロフィールより

SNSでフォローして応援しよう！



7月の「NEWS Hyogo」から 先輩から後輩へ夢を届ける5

回シリーズを開始します。未来は現在の積み重ね！積み重ねてき

た私たちの看護がコロナ禍で見直され、社会から高い評価を受

けています。社会が安心を取り戻し、希望を実現するために、今、

看護職が発揮している明るい看護の力、優しい看護の力、力強

い看護の力で危機を乗り越え、積み重ねてきた看護の力を未来

へ引き継いでいくことができるようにと2020年、日本看護連盟

創立60周年で新スローガンが決まりました。

スローガン「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」につなぐ

先輩の「ライフヒストリー」から

この記事に関するご投稿・ご質問は、こちら
➡ 兵庫県看護連盟 E-mail: renmei-h@ceres.ocn.ne.jp

TEL    ：078-382-3150

日 時 ： 3月19日（土）14:30～

会 場 ： 兵庫県看護協会

テーマ ： 「看護政策」

参加者： 84名（ハイブリット）

看護連盟・看護協会のようすをご紹介します

推薦状がたくさん届いていますにぎやかにお出迎えします

とものうさんと、「指ハート」でハイチーズ！

質問コーナー

兵庫県看護連盟オリジナルの応援カードBOXは

看護協会にもいくつか置いています。

ぜひ探してみてください♬

エントランス・2・3・4階に看護連盟
コーナー、会館のあちこちに、とものう
ポスターを貼って頂いております

看護協会

看護連盟

講師：とものう りお

管理者研修を開催しました

高齢化率がピークを迎え、人口減少が確実に予測される

2040年問題が迫っています。このシリーズでは2040年を見据

え看護職が働き続けられるように、先輩たちの失敗や乗り越えた

時の喜びを先輩のライフヒストリーを垣間見ていただきます。特

に若い皆様には既存の働き方にとらわれることなく、ご自身の生

活と仕事に自信をもって働き続けられ

る労働環境の実現に「現場の声」をお

寄せください。必ずや、「未来の看護」

につながるカギを見出してください。


